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目安法 写真法 目安法＞写真法 目安法＜写真法 目安法＝写真法
重量 13.4  9.9 184  81  23 ＊＊
エネルギー 13.2  9.7 156 110  22 ＊＊
たんぱく質  9.8  8.0 159 100  29 ＊＊
脂質 32.2 26.7 148  85  55 ＊＊
炭水化物 13.9 11.1 149 117  22 ＊＊
ナトリウム 40.1 35.9 152  86  50 ＊＊
カリウム 15.7 12.1 175  91  22 ＊＊
カルシウム 23.7 22.5 149 109  30 ＊
鉄 17.5 13.7 133  85  70 ＊＊
レチノール当量 37.3 30.7 132  78  78 ＊＊
ビタミンB1 17.3 15.2 129  96  63 ＊＊
ビタミンB2 12.4 11.3 129  94  65 ＊
ビタミンC 33.6 24.7 165  55  68 ＊＊
食物繊維 20.2 14.9 169  68  51 ＊＊


































































重量  9.1 10.8
エネルギー 10.9  8.5 ＊＊
たんぱく質  8.0  8.0
脂質 26.4 27.0
炭水化物 13.2  9.0 ＊＊
ナトリウム 33.8 38.0
カリウム 10.7 13.6 ＊＊
カルシウム 22.4 22.6
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図3　食事摂取量と尿中排泄量の散布図
考　　察
　本研究では，対象者の負担軽減に加え，正確性を兼ね備えた食事調査法を探索すること
を目的として，目安法を用いた食事記録の正確性と写真併用によるその効果およびそれを
利用した食事調査の妥当性を検討した。その結果，手ばかり法を用いた目安法では比較的
正確性が高く，本方法と写真を併用することで平均誤差，平均誤差率，変動係数が有意に
低下し，実際の食事調査においても高い相関性を得られることが示唆された。また，写真
の撮影方向についても検討した結果，撮影方向によってそれぞれの利点があることが明ら
かとなり，写真を使用する場合は複数枚ある方が望ましいと考えられる。
　食事記録法の一つである目安法は，比較的対象者の負担が少ない方法である。しかし，
目安量を重量化する際に誤差を生じる可能性が高く，対象者の感覚によって正確性が揺ら
ぐため標準化が求められている。本研究では，目安法での平均誤差率が中央値で10.5％と
なった（表1）。この結果より，本研究で目安法として用いた手ばかり法は，量に関する
標準化が明確であることから，比較的簡便かつ正確に食事量を把握することができる方法
であると考えられる。
　これまで鈴木3）や川村ら4）の報告では，食事摂取量を簡便に把握する方法として写真法
の妥当性が報告されている。本研究においても，目安法における平均誤差率を写真の併用
によって約3％減少させた（表1）ことから，食事写真の併用は目安法による食事調査の
正確性をより高めることが示唆された。その一因としては，写真を使用することで目安法
のみで生じた記録漏れや食材料の誤り等の申告誤差が修正可能となり，結果として誤差の
減少につながったと推察される。
　写真を用いる方法では，油脂類や調味量等の量的判断が困難である。本研究における写
真法では，重量やたんぱく質の誤差は10％前後と小さいものの，脂質やナトリウムでは
誤差が30％を上回る結果であった（表1）。鈴木ら3）も写真撮影法による誤差は食塩量や
油脂類で生じやすいとしており，本研究の知見と一致する。その原因として，橋本ら8）は
推定者の調理経験や知識，各家庭での味付けの相違によって差がみられると報告している。
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本研究においても，推定者個人の油脂類および調味料の種類や量の認識の違いが誤差とし
て表れていると考えられ，今後検討する必要がある。
　重量の推定の際に使用する写真の撮影方向を正面と45°の2方向で検討した結果，正面
が45°よりも有意に誤差が小さいことが示唆された（表2）。松崎ら9）は，写真撮影法の問
題点として斜め45°という撮影条件では遠近差が生じると報告しており，本研究において
も同様であった。これらの結果から，写真をどちらか1枚を用いるのであれば正面の写真
が適していると推察される。
　写真を併用する食事記録法では，写真の撮影方向によって低減可能な栄養素が異なる可
能性がある。本研究において写真の撮影方向を正面と45°の2種類を設定したところ，い
ずれの方向でも目安法に比べ平均誤差率が減少した。しかし，栄養素毎では，エネルギー
源とされるたんぱく質，炭水化物では一様に平均誤差率の低下が明らかに認められた一方，
レチノール当量やビタミンB1等のビタミン類では撮影方向によって低減効果が異なるこ
とが示された。したがって，撮影方向によりそれぞれ利点があることが推察されることか
ら，撮影方向は正面と45°の2枚あるのが望ましいろと考えられ，今後は最も適した撮影
方向について検討する必要がある。
　これまでの目安法での食事記録に併せて写真を併用する食事調査方法の検討結果をもと
に，それらの妥当性について食事摂取量とほぼ等しい量が排泄量される尿中NaおよびK
量に着目して，食事調査と採尿を実施した。食事調査によって得られたNaおよびKの食
事摂取量と採尿による尿中排泄量の測定結果を比較したところ，両者ともに正の相関を示
した。このことから目安法と写真を併用した食事調査により推定された食事摂取量は，実
際の摂取量に極めて近い値であることが示唆され，本方法の妥当性が確認された。
　また，本方法で推定した食事摂取量が尿中に反映される期間を検討したところ，Na，K
ともに食事摂取の翌日から3日後の尿中排泄量と正の相関を示した。先行研究では，Naが
排泄されるまでに2～3日かかる場合があるとの報告10）もあり，NaおよびKの摂取量が反
映される尿中排泄量の特定は困難であると推察され，1～3日かけて徐々に排泄される可
能性がある。
　24時間尿の採取は対象者の負担も大きく，食事調査と並行して実施することは難しい。
しかし，先行研究において尿中Na排泄量と尿中K濃度が日内変動を有していることが報
告されている6）ことから，スポット尿として24時間尿の濃度とほぼ同じ結果が得られる
時間帯について検討を行った。その結果，Na，Kともに全ての時間帯で有意に正の相関が
認められ，特に早朝尿以降の午前中早朝尿～12時までの尿で顕著であった。このことから，
早朝尿以降の午前中の尿で食事摂取量の確認をすることが対象者の負担軽減に適すると推
測される。
結　　語
　本研究では対象者の負担軽減にも配慮した正確性の高い食事調査方法を探索することを
目的として，目安法の正確性と方法として写真を併用することにより精度が高まるかどう
かを検討し，その妥当性を尿中NaおよびK排泄量を用いて確認した。その結果，目安法
の正確性は，重量における誤差率が10％程度であり比較的正確性が高いことが示唆され
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た。これに写真を加えた場合，カルシウムおよびビタミンB2を除くすべての栄養素で秤
量値との誤差が有意に減少し，誤差量における変動係数もすべての項目において有意に減
少した。これらのことから，目安法において生じる対象者の過小申告・過大申告や記録用
紙の記入漏れ等による誤差は写真を用いて補うことが出来，精度が向上することが明らか
となった。また，写真の撮影方向についても検討したところ，エネルギー，炭水化物では
正面よりも45°の方が，カリウム，鉄，レチノール当量，食物繊維では45°よりも正面の
方が誤差が小さくなった。これらの結果から，写真をどちらか1枚を用いる際には正面の
写真が好ましいと考えられるが，栄養素によって適する写真の撮影方向が異なると推察さ
れるため，方向の違う写真を2枚用いる方がより誤差量の低減につながる可能性が示唆さ
れた。
　以上を踏まえて本方法の妥当性を検討したところ，NaおよびKの食事摂取量と尿中排
泄量の間に強い正の相関が認められたことから，本方法の妥当性は示唆された。また，食
事内容は摂取した翌日から3日後の間に排泄され，早朝尿以降の午前中の尿が1日の排泄
量を最も反映することが明らかとなった。
　以上の結果より，目安法は比較的簡便かつ正確であり，それに写真を加えることで目安
法のみで生じやすい対象者の過少・過大申告，記入漏れや不備等による誤差を小さくし，
撮影方向は食事に対して正面と斜め45度からの2種類の写真を使用することで，より正確
で精度高く食事摂取量の把握が可能となることが示唆された。
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